浄化槽保守点検・清掃委託等契約書
浄化槽管理者（以下「甲」という。）と、
浄化槽保守点検業者（以下「乙」という。）と、
浄化槽清掃業者（以下「丙」という。）とは
甲の浄化槽の保守点検及び清掃並びに検査について次の条項により契約を締結し、これを誠実に履行するものとする。
（契約の対象施設）

第１条　この契約により、乙が保守点検を、丙が清掃を行う浄化槽は次のとおりとする。
(1)浄化槽の設置場所　　吉岡町大字　　　　　　　　番地
使用者
(2)浄化槽の型式



合併












方式

(3)浄化槽の規模






　
㎥/日







人槽
(4)処理目標水質

ＢＯＤ　　　mg/ℓ（日間平均値）　除去率　　　%
（契約内容及び実施）

第２条　乙は、甲に対し次の作業及び指導並びに事務の代行を行うものとする。
(1)浄化槽法及び同法施行規則並びに群馬県浄化槽の保守点検業の登録に関する条例に基づき適正な保守点検作業を行う。
(2)浄化槽の適正な使用方法を指導する。
(3)浄化槽の使用開始報告を群馬県知事（中部環境事務所）に提出する。

(4)浄化槽法第７条に規定する設置後等の水質検査の実施時期を指定検査機関に申し込む。
(5)浄化槽法第１１条に規定する水質に関する検査又はＢＯＤ等の検査の申し込みを行う。
(6)浄化槽の清掃作業について、丙に対し必要な指示を行う。
(7)保守点検作業は、　　　回／年とし、次の浄化槽管理士を派遣して行う。
浄化槽管理士
	氏名
	
	浄化槽管理士免状の交付番号
	

	住所
	


(8)消毒薬等の補充回数は、



回／年とする。
２　丙は、甲に対し次の作業を行うものとする。
(1) 浄化槽法及び同法施行規則に基づき清掃作業を行う。

(2) 法令を遵守し、甲又は乙の指示により清掃作業を行う。

（委託料）

第３条　保守点検委託料は、　





円とし、その内訳明細は、委託料金内訳明細書のとおりとする。

２　前項に掲げるもののほか、主要部品の取替修繕又は天災その他による補修等の必要が生じたときの費用は、甲、乙及び丙が協議のうえ別途定める。

３　保守点検委託料の支払いは、契約締結時を原則とする。ただし、甲の申し出により別に期日を定める場合は、この限りでない。

４　清掃委託料は、作業終了後丙の請求に基づき支払うものとし、丙は請求内容を明示しなければならない。

５　天災又は甲の責に帰すべき事由によって生じた作業経費は、甲が乙又は丙に支払うものする。

（損害賠償）

第４条　乙又は丙が行う作業上の行為により甲に損害を与えた場合は、乙又は丙は、甲に対しその損害を賠償しなければならない。ただし、甲の責に帰すべき事由又は不可抗力による場合は、この限りでない。
（契約の解除）
第５条　甲は、乙又は丙が正当な理由がなくこの契約を履行しないとき又は次の各号のいずれかに該当するときは、この契約を解除することができる。
(1) 乙が浄化槽法及び同法に関連する法令に違反し浄化槽保守点検業の登録を取り消されたとき。
(2) 丙が、市町村の浄化槽清掃業の許可又は委託を取り消されたとき。
２　契約を解除したときは、乙は、既に支払いを受けた料金の全部又は一部を返還するものとする。
３　甲は、契約に係る浄化槽を第三者に譲渡したときは、保守点検を乙、清掃作業を丙に委託さすべく努めるものとする。
（契約の期間）
第６条　この契約の期間は、令和　　年　　月　　日から令和　　年　　月　　日までとする。
（協議事項）
第７条　この契約書の内容に疑義を生じたとき又は契約書に定めのない事項に関し疑義を生じたときは、甲、乙及び丙は、誠意をもって協議のうえ定めるものとする。
以上契約を証するため、この契約書３通を作成し、当事者記名捺印のうえ各自１通を、保有する。
令和　　年　　月　　日
甲　（浄化槽管理者）
住所
氏名
乙　（浄化槽保守点検業者）
住所
氏名
丙　（浄化槽清掃業者）
住所
氏名
委託料金内明細書
委託料金の内訳は、下記のとおりとする。
（１）保守点検費




人槽



円　×
　
回＝




円
（２）消毒薬補てん巡回費





円　×　　回＝　
　　　円
（３）浄化槽法第１１条検査又は



ＢＯＤ等の検査費





円　×　　　回＝
　　

円











消費税





＝



　　　　円
契約締結時支払額



合計













円
（４）清掃作業費



人槽



円　×

回＝




円











消費税





＝


　　　

円
契約締結時支払額



合計






　　





円
